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所
信
表
明
と

当
初
予
算

　

平
成
１８
年
第
１
回（
３
月
）
伊
予
市
議
会
定
例
会
が
、
３

月
７
日
か
ら
２４
日
ま
で
の
１８
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
中
村
市
長
が
新
市
発
足
後
２
年
目
に
あ

た
っ
て
の
所
信
表
明
を
行
っ
た
ほ
か
、
各
議
案
に
つ
い
て

審
議
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、市
長
の
所
信
表
明
を
は
じ
め
、議
会
で
可
決
・

同
意
さ
れ
た
事
項
の
主
な
内
容
、
平
成
１８
年
度
当
初
予
算

に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

※
今
議
会
の
詳
し
い
内
容

は
、
５
月
発
行
の「
議

会
だ
よ
り
」
で
ご
紹
介

し
ま
す
。

伊予市議会定例会

市長の
所信表明

　

地
方
分
権
の
目
玉
で
あ
る
三
位

一
体
改
革
も
、
い
よ
い
よ
大
詰
め

に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
特
に
、

国
庫
補
助
負
担
金
の
改
革
に
よ

り
、
地
方
の
自
治
体
に
と
っ
て
は
、

財
源
の
確
保
が
ま
す
ま
す
厳
し
い

状
況
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

団
塊
の
世
代
の
退
職
と
い
う

問
題
も
抱
え
た
中
で
、「
如
何
に

す
れ
ば
予
算
が
組
め
る
か
。」「
少

な
い
人
材
で
如
何
に
や
っ
て
い
く

か
。」
と
考
え
た
と
き
、「
改
革
断

行
」
の
方
程
式
し
か
な
い
の
で
す
。

住
民
に
全
て
を
公
開
し
、
行
政
と

住
民
が
本
音
の
議
論
を
巻
き
起
こ

し
、
住
民
と
一
緒
に
な
っ
て
「
真

剣
に
自
治
体
経
営
」
を
考
え
、
そ

の
「
仕
組
み
と
風
土
づ
く
り
」
に

徹
底
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
具
体
策
の
一
つ
が
、
行
政

評
価
、
人
事
評
価
に
基
づ
く
組
織

改
革
や
人
材
育
成
に
よ
る
職
員
の

資
質
の
向
上
、
す
な
わ
ち
組
織
力

の
向
上
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
社
会
に
と
も

な
う
過
疎
化
の
進
行
に
よ
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
す
ら
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
現
状
に
お
い
て
、
地
域
の

役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
度
が
高

ま
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

市
政
運
営
は
、
地
域
と
の
連
携
が

不
可
欠
と
な
る
た
め
、
自
治
基
本

条
例
に
よ
る
市
民
活
動
の
推
進
と

住
民
自
治
組
織
の
構
築
、
ま
た
、

市
民
の
役
割
と
責
任
を
明
ら
か
に

１８年度
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安
全
防
災
対
策

　

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
災
害
発
生
時
に

迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
平
素
か
ら
予
防
対
策
と

併
せ
て
体
制
を
整
え
て
お
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
各
地
域
に
お
い

て
自
主
防
災
組
織
の
育
成
を
強
力

に
推
進
し
、
災
害
に
強
い
安
全
で

安
心
な
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
防
災
行
政
無
線

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
内
全
域

に
的
確
な
情
報
を
素
早
く
正
確
に

伝
達
で
き
る
よ
う
、
シ
ス
テ
ム
の

統
合
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

次
に
、
交
通
安
全
対
策
に
つ
い

て
は
、
交
通
環
境
の
変
化
に
即
応

し
た
交
通
安
全
施
設
の
整
備
の
充

実
、
交
通
安
全
教
育
、
街
頭
啓
発

な
ど
、
事
故
防
止
策
を
多
面
的
に

推
進
し
ま
す
。

生
活
環
境
の
充
実

　

よ
り
よ
い
環
境
を
次
世
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
、
循
環
型
社
会
の
構

築
、
さ
ら
に
環
境
対
策
全
体
の
多

様
な
施
策
を
推
進
し
、
ご
み
の
発

生
抑
制
、
分
別
、
リ
サ
イ
ク
ル
対

策
等
を
市
民
と
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
平
成
１８
年
度
に
計
画
し

て
い
る
「
指
定
ご
み
袋
制
度
」
の

導
入
は
、
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
可
燃
ご
み
の
排
出
抑
制
と
再

利
用
を
推
進
す
る
た
め
の
経
済
的

手
法
の
一
つ
と
と
ら
え
、
制
度
導

入
に
よ
り
、
ご
み
に
対
す
る
抑
制

意
識
が
高
ま
り
、
ご
み
の
排
出
削

減
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

浄
化
槽
整
備

　

生
活
排
水
や
し
尿
な
ど
の
汚
水

処
理
の
柱
と
な
る
浄
化
槽
整
備
事

業
に
つ
い
て
は
、
地
域
再
生
基
盤

交
付
金
を
活
用
し
た
「
人
と
水
が

出
会
う
郷
」
再
生
プ
ラ
ン
に
も
と

づ
き
、
公
共
下
水
道
と
相
互
連
携

し
た
事
業
展
開
に
よ
り
、
汚
水
処

理
人
口
の
普
及
向
上
に
努
め
ま
す
。

主な事業内容

交通安全施設整備費 ９２０万円　　

防災行政無線管理費 ９７５万９千円

消防団設備費 １，５５２万９千円

指定ごみ袋導入事業費 ３，４４１万円　　

合併処理浄化槽設置整備事業費 ４，８８７万６千円

１８年度 所信表明と当初予算

はつらつ住みよい
まちづくり

１

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

は
「
市
民
参
加
」
で
あ
り
、
市
政

運
営
の
さ
ま
ざ
ま
な
過
程
で
よ
り

多
く
の
市
民
が
主
体
的
に
参
加
で

き
る
態
勢
を
構
築
し
、
そ
の
も
と

で
「
元
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み

を
強
め
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
本
市
の
道
し

る
べ
と
な
る
総
合
計
画
の
策
定
が

差
し
迫
っ
た
課
題
で
あ
り
、
現
在
、

平
成
１８
年
度
中
の
策
定
を
目
標
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
伊
予

市
総
合
計
画
策
定
審
議
会
の
調

査
・
研
究
の
結
果
を
得
次
第
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
も
積
極
的
に
公
表

し
、
情
報
の
共
有
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

行
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

平
成
１７
年
度
に
策
定
し
た
行
政
改

革
大
綱
や
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
も

と
づ
き
、
新
年
度
を
「
伊
予
市
行

革
元
年
」
と
位
置
付
け
、
行
政
改

革
を
加
速
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
新
年
度
の
主
要
施
策
に

つ
い
て
の
基
礎
的
条
件
整
備
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
都
市
基
盤
の
整
備
に
つ

い
て
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
策
定
と
都
市
計
画
図
の
修
正
を

行
う
と
と
も
に
、
関
連
事
業
を
計

画
的
に
進
め
、
防
災
や
交
通
安
全

対
策
へ
の
配
慮
と
、
中
心
市
街
地

の
活
性
化
の
促
進
、
周
辺
地
域
の

生
活
道
路
網
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

次
に
、
水
資
源
の
確
保
に
つ
い

て
、
近
年
の
増
大
す
る
水
需
要
に

対
し
て
、
安
定
し
た
供
給
を
図
る

た
め
、
既
設
水
源
の
連
結
や
浄
水

施
設
の
拡
充
に
よ
り
取
水
能
力
の

増
大
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
な

水
源
の
確
保
、
節
水
型
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
道
路
・
交
通
基
盤
等
の

整
備
に
つ
い
て
、
新
市
の
ま
ち
づ

く
り
構
想
の
実
現
に
向
け
た
道
路

網
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

に
つ
い
て
、
新
年
度
か
ら
情
報
系

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、
本
庁

と
中
山
・
双
海
地
域
事
務
所
間
や

公
共
施
設
を
高
速
光
回
線
で
統

合
し
、
情
報
の
共
有
化
と
高
速
通

信
手
段
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

こ
れ
ら
新
市
の
基
礎
的
条
件
整

備
に
加
え
、
次
に
４
つ
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
理
念
に
沿
っ
て
、
主

な
事
業
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。
こ
の
所
信
の
一
端
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。
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高
齢
者
福
祉

　

５

年

後

の

高

齢

化

率

が

２７
・
８５
％
に
な
る
見
込
み
で
、
老

人
医
療
費
、
介
護
給
付
費
は
一
層

の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
こ

で
、
保
健
・
福
祉
・
介
護
・
医
療
・

教
育
が
連
携
し
た
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
、
介
護
予
防

に
つ
な
が
る
地
域
支
援
事
業
を
展

開
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
自

立
を
推
進
し
ま
す
。

児
童
福
祉

　

平
成
２１
年
度
を
目
標
年
度
と

し
て
昨
年
策
定
し
た
「
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画
」
に
も
と
づ

き
、一
時
保
育
、延
長
保
育
の
充
実
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
設
置
、
虐
待
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等

の
設
置
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
南
山

崎
小
学
校
内
に
開
設
す
る
こ
と

で
、
市
内
８
か
所
と
な
る
児
童
ク

ラ
ブ
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

障
害
者
福
祉

　

平
成
１６
年
の
支
援
費
制
度
か
ら

自
立
支
援
法
に
大
き
く
制
度
改

正
が
行
わ
れ
る
中
、
障
害
者
の
生

活
実
態
を
把
握
し
、
平
成
１７
年
度

か
ら
１８
年
度
に
か
け
て
障
害
者
計

画
・
障
害
者
福
祉
計
画
を
策
定
し
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
、
条
件
整
備
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

健
康
増
進

　

早
期
に
生
活
習
慣
病
を
予
防

す
る
観
点
か
ら
健
康
管
理
調
査
を

実
施
し
、
健
診
の
推
奨
や
市
民
の

健
康
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
受
診

率
の
向
上
に
も
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
健

康
づ
く
り
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

集
会
所
健
診
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら

し
な
が
ら
健
康
相
談
・
健
康
教
育
・

介
護
予
防
を
含
め
た
健
診
等
、
一

貫
し
た
健
康
づ
く
り
事
業
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

伊予市議会定例会

安らぎとぬくもりのある
福祉のまちづくり

２

主な事業内容

生きがいデイサービス事業費 ２，７８７万円　　

放課後児童健全育成事業費 ２，６３６万３千円

知的障害者支援費 ２億８，６１６万８千円

ボランティアセンター設置費 ２７７万５千円

老人保健事業費 ３，３１７万４千円

学
校
教
育

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
基
本
構

想
に
つ
い
て
は
、
専
門
機
関
に
委

託
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、

基
本
構
想
の
策
定
を
受
け
た
の

で
、
今
後
、
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
各
学
校
等
で
広
く
市
民
へ

の
説
明
を
行
い
、
理
解
を
得
な
が

ら
早
期
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　

次
に
、
学
校
生
活
支
援
員
設
置

事
業
で
は
、
障
害
等
を
有
し
、
学

校
生
活
へ
の
適
応
が
困
難
な
児
童

生
徒
が
、
豊
か
な
学
校
生
活
を
過

ご
せ
る
よ
う
支
援
し
て
お
り
、
小

学
校
５
校
と
中
学
校
２
校
で
計
９

人
の
支
援
員
を
配
置
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
幼
稚
園
に

つ
い
て
も
、
き
め
細
か
な
保
育
を

確
保
す
る
た
め
、
保
育
支
援
員
を

２
園
に
計
４
人
配
置
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
広
く
世
界
に
は
ば
た
く

人
材
育
成
を
目
指
し
た
中
学
生
海

外
派
遣
事
業
に
つ
い
て
は
、
大
変

好
評
で
あ
る
た
め
、
１８
年
度
も
市

内
の
中
学
２
年
生
２６
人
を
派
遣
し

ま
す
。

生
涯
学
習

　
「
物
の
豊
か
さ
よ
り
、
こ
こ
ろ

の
豊
か
さ
」
を
求
め
る
今
日
、
鑑

賞
型
の
文
化
事
業
に
加
え
、
参
加
・

育
成
型
の
文
化
活
動
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
文
化
財
を
保
護
し
、

歴
史
的
遺
産
を
活
用
し
た
環
境
整

備
を
進
め
ま
す
。

　

次
に
、
青
少
年
健
全
育
成
で
は
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て

青
少
年
の
悩
み
や
問
題
行
動
の
解

消
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
体
験
学
習
な
ど
の

地
域
教
育
を
通
じ
て
、
青
少
年
の

健
全
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

　

次
に
、
人
権
・
同
和
教
育
で

は
、
一
人
一
人
の
基
本
的
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
地
域
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
推
進
体
制
や
啓
発
活
動

の
充
実
強
化
な
ど
、
総
合
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

潤いのある教育・文化の
まちづくり

３

主な事業内容

臨時教諭等措置事業費 １，１８０万１千円

中学生海外派遣事業費 ４６５万円　　

文化財保護費 ２７３万２千円

生涯学習推進費 １，０５７万２千円

文化振興費 ２１０万７千円
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農
業
振
興

　

平
成
１７
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た

「
新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

計
画
」
の
「
新
た
な
経
営
安
定
対

策
」
を
受
け
て
、
本
市
に
お
い
て

も
こ
の
対
策
に
沿
い
、
農
業
者
の

や
る
気
と
能
力
の
あ
る
経
営
を
後

押
し
す
る
こ
と
に
よ
り
、
創
意
工

夫
に
満
ち
た
「
攻
め
」
の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
農
業
振
興
施
策
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
緑
豊
か
な
農
山
漁
村
地

域
に
お
い
て
、
自
然
や
文
化
・
人
々

と
の
交
流
を
楽
し
む
滞
在
型
の
余

暇
活
動
と
し
て
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ

て
き
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も

農
山
漁
村
の
地
域
活
性
化
の
核
と

し
て
、
双
海
地
域
を
中
心
に
整
備

計
画
を
策
定
し
、
体
験
施
設
等
の

整
備
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

商
工
振
興

　

商
工
会
議
所
や
商
工
会
、
株
式

会
社
ま
ち
づ
く
り
郡
中
、
商
業
団

体
等
と
の
緊
密
な
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
低
迷
す
る
商
店
街
の
活
性

化
、
ま
た
地
域
産
業
の
振
興
・
育

成
に
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
総

合
的
な
観
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
特
色
が
生
か
せ
る
よ
う
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

観
光
・
イ
ベ
ン
ト

　

滞
在
型
施
設
「
花
の
森
ホ
テ
ル
」

を
中
心
に
、
五
色
姫
海
浜
公
園
・

栗
の
里
公
園
・
シ
ー
サ
イ
ド
公
園

な
ど
の
観
光
・
交
流
施
設
の
活
用

と
、
自
然
資
源
や
人
文
資
源
を
生

か
し
た
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
開
発

等
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
観

点
か
ら
も
、
観
光
振
興
と
活
性
化

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、「
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、「
な
か
や
ま

栗
ま
つ
り
」、「
夕
焼
け
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」
な
ど
も
、

観
光
協
会
や
各
種
団
体
等
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
観
光
振
興
と
地

域
活
性
化
に
資
し
て
い
き
ま
す
。

もりもり元気な
しごとづくり

４

主な事業内容

果樹振興対策事業費 ５８０万８千円

耕作放棄地対策事業費 １２４万４千円

グリーン・ツーリズム対策費 １８２万６千円

ＪＲ駅前駐輪場管理事業費 ２５４万１千円

観光イベント委託事業 ９３０万円　　

主な
可決案件

◆
伊
予
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
全
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
１０
月
１
日
か
ら
指
定

ご
み
袋
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

※
指
定
ご
み
袋
制
度
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
広
報
紙
等
で
随
時
説
明
し

て
い
く
予
定
で
す
。

◆
伊
予
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
１８
年
度
か
ら
平
成
２０
年
度

ま
で
の
３
年
間
の
介
護
保
険
料
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
１１
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。

◆
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
か
ら
、
市
内
１６
の
公

共
施
設
に
お
い
て
管
理
運
営
す
る

指
定
管
理
者
が
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
り

ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
１０
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。

◆
市
長
、
助
役
、
収
入
役
、
教
育

長
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

市
長
、
助
役
、
収
入
役
、
教
育

長
の
給
料
を
一
律
２
％
引
き
下
げ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

○
宮
岡
ケ
イ
子
（
米
湊
）【
再
任
】

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

○
吉
澤
三
千
久（
上
唐
川
）【
再
任
】

○
城
戸　

健（
双
海
町
串
）【
新
任
】

１８年度 所信表明と当初予算
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当初
予算

平成１８年度

予算総額
２８８億５，１０４万２千円

　

合
併
初
年
度
と
な
っ
た
平
成
１７

年
度
の
予
算
は
、
旧
市
町
の
事
業

を
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
予
算
編
成

で
し
た
が
、
合
併
２
年
目
を
迎
え

る
平
成
１８
年
度
が
、
新
伊
予
市
と

し
て
の
予
算
編
成
を
行
う
実
質
的

な
初
年
度
で
あ
り
、
こ
の
合
併
の

真
価
を
発
揮
す
る
第
一
歩
の
年
に

な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

歳
入
予
算
に
つ
い
て
、
固
定
資

産
税
の
評
価
替
え
の
年
に
よ
る

税
収
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
一

方
、
三
位
一
体
改
革
の
補
助
金
改

革
に
よ
る
各
種
補
助
金
の
税
源
移

譲
も
さ
ら
に
強
化
さ
れ
た
た
め
、

特
に
国
・
県
支
出
金
等
が
大
幅
な

減
収
と
な
る
な
ど
、
自
主
財
源
に

乏
し
い
本
市
に
と
っ
て
、
大
変
厳

し
い
財
政
状
況
に
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

一
方
、
歳
出
予
算
で
は
、
旧
市

町
独
自
の
単
独
事
業
を
排
除
し
、

市
全
体
で
統
一
性
を
持
た
せ
る
事

業
内
容
と
し
ま
し
た
。
合
併
協
議

に
お
け
る
新
市
建
設
計
画
に
か
か

る
事
業
も
、
今
年
度
策
定
さ
れ
る

総
合
計
画
策
定
後
に
再
検
討
す
る

こ
と
と
し
、
当
初
予
算
で
は
継
続

事
業
等
を
基
本
路
線
に
、
緊
急
性
、

経
済
性
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
直

面
す
る
課
題
へ
の
対
応
を
重
点
的

に
編
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
事
務
所
の
経
費
や
各
種
事
業
の

一
元
化
を
図
り
、
事
務
管
理
経
費

の
節
減
合
理
化
に
も
努
め
て
い
ま

す
。

伊予市議会定例会

区　　分 予　算　額

国民健康保険 ４０億　３６７万７千円

老人保健 ４９億５，６８０万８千円

介護保険 ３２億２，９４８万５千円

簡易水道 ４億１，４８４万７千円

営農飲雑用水 ５１７万６千円

浄化槽 ３，８３２万円　　

農業集落排水 １億　４７５万３千円

伊予港上屋 ９７０万３千円

公共下水道 １１億　２３６万円　　

特定環境保全公共下水道 １億　８２５万９千円

特別会計
１３９億７，３３８万８千円

企業会計
９億８，０１１万６千円

区　　分 予　算　額

上水道事業 ９億８，０１１万６千円

0

20

40

60

80

100

地方交付税(39.8%)
55億2,841万6千円

市税(23.6%)
32億8,240万円

国・県支出金(10.1%)
14億924万4千円

市債(5.2%)
7億2,100万円

諸収入(2.1%)
2億9,174万8千円

繰入金(5.7%)
7億9,171万2千円

地方譲与税(2.5%)
3億4,400万円

分担金及び負担金(1.3%)
1億8,621万8千円

その他(9.7%)
13億4,280万円

民生費(29.1%)
40億3,950万8千円

教育費(10.6%)
14億6,691万円

公債費(16.5%)
22億9,028万2千円

土木費(10.7%)
14億8,372万4千円

総務費(11.0%)
15億3,013万7千円

衛生費(8.6%)
11億9,759万6千円

農林水産業費(4.6%)
6億4,295万2千円

消防費(5.3%)
7億3,053万6千円

その他(3.6%)
5億1,589万3千円

予
算
編
成
方
針

一般会計
１３８億９，７５３万８千円

歳 入歳 出


